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論文審査の要旨（2000 字程度） 

本論文は、「特許戦略における守りと攻めの戦略要素に関する研究」と題し、これまで、特許戦
略における守りと攻めの定義と戦略を実行するための具体的な方針が不明確であったことから、
日本を代表する優良企業において実行されてきた特許戦略の分析を通じて、守りと攻めの戦略要
素を抽出するものであり、以下の 8章で構成されている。 
第 1 章「序論」では、知的財産に関する政策、特許制度、日本及び外国における特許権と特許

権侵害訴訟の動向について述べている。日本において現存する特許権は増加しているが未利用の
特許権が増加している。また、日本における特許権侵害訴訟数は米国及び中国と比べ非常に少な
い。これらのことから、日本企業は大量に特許権を保有しているにも関わらず、特許権の有する
法的効力を発揮していないと指摘している。 
第２章「本研究の目的と構成」では、先行研究の課題と本研究の目的が述べられている。企業

における特許戦略としては守りと攻めの戦略があげられる。先行研究において、これらの戦略に
ついて説明がなされているが、特許戦略の定義及び戦略を実行するための具体的な方針には様々
な考え方が存在しており、共通の理解が得られているとは言い難い。そこで、本研究では、研究
対象を明確にするため、まず、特許戦略の定義付けをしている。「特許戦略における守り」を「自
社の技術と事業を保護するために、特許権を保有すること」と定義している。また、「特許戦略に
おける攻め」を「他社の技術と事業を排除するために、特許権侵害訴訟の提訴を行うこと」と定
義している。その上で、特許権を活用してきた日本企業が実行している特許戦略における守りと
攻めの戦略要素を抽出することを本研究の目的としている。 
第３章「企業による「特許戦略における守り」のアンケート調査」では、特許戦略における守

りを主眼とした防衛特許に関するアンケートとその結果を説明している。アンケートは、その役
割、評価、保有環境の 3 点を主に問うものである。多数の企業が選択した項目から、防衛特許に
関する共通認識を抽出している。また、アンケート結果の因子分析により、企業における認識と
して 5つの因子を抽出している。 
第４章「特定企業による「特許戦略における守り」の分析」では、防衛特許の評価について、

アンケートの結果と企業の実際の活動との整合性を検証している。そのために、ソニーが保有す
る画像通信分野の特許を対象として、優良企業が維持する特許の特徴を分析している。その結果、
将来実施予定の特許と、権利の残存期間の長さを備える特許については、アンケートではこれら
を重視する企業が多数であったが、ソニーにおいては、これらの特徴点は特許権を維持する要素
としては確認できなかったとしている。 
第５章「「特許戦略における守り」を強化するための特許網分析手法の提案」では、他社の特許

網による影響を評価する手法を提案している。この手法とは、自社と他社の特許網をベクトルで
表し、他社のベクトルから自社のベクトルへの直交射影の大きさとその成分を評価するものであ
る。2つの技術分野における実施例を示し、この手法の実務上の有用性を評価している。 
第６章「特許権侵害訴訟事例の分析と「特許戦略における攻め」を行う企業の特徴」では、特

定の特許権侵害訴訟を対象として分析を行っている。分析の対象とした訴訟は、三菱電機がアマ
ダを提訴したレーザ加工機事件である。原告である三菱電機の攻めの戦略要素に関して、市場と
当事者間の競争状況、技術優位性、権利化活動、特許権活用に向けた組織的活動の 4 点を特徴と
して示している。 
第７章「特許戦略における守りと攻めの戦略要素と考察」では、特許戦略における守りと攻め

の戦略要素を導出し、考察を行っている。「特許戦略における守り」の戦略要素は、第 3章におけ
るアンケートの因子分析と、このアンケートにおいて肯定意見が 67%以上の多数であった項目に
基づき導出している。「特許戦略における攻め」の戦略要素は、第 6章の特許権侵害訴訟の分析に
て確認した事実にもとづき導出している。 
第８章「結論」では、本研究における前章までの検討結果に基づき、結論及び今後の展望並び

に課題について述べている。「特許戦略における守り」の戦略要素として、①量的もしくは質的に
守るべき技術を保有する立場、②自社の技術や事業を脅かす競合の存在、③特許権の効力が及ぶ



範囲、④特許網としての質の向上、⑤新たな参入者の存在、を示している。「特許戦略における攻
め」の戦略要素として、①特許権侵害訴訟により得られる利益が大きく、リスクが低い相手と製
品の選択、②業界全体及び訴訟相手に対して高い価値を有する技術の開発、③広い権利範囲での
特許権の取得、④特許の重視と訴訟のための体制構築、を示している。 
以上、これを要するに、本論文は、特許戦略における守りと攻めに注目し、日本を代表する優

良企業の特許戦略を分析することにより、特許戦略における守りと攻めの戦略要素を抽出したも
のであり、学術上貢献するところが大である。よって、博士（学術）の学位論文として十分価値
があるものと認める。加えて、抽出された戦略要素は、企業活動の現場で起きている課題の解決
に資するものであり、実務上の有用性を認めることもできるものである。 
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